


はじめに 
 

2021年の太陽光発電システム市場は、過去最高となる174GWとなりました。中国、米国、欧州などが市場を牽引して
います。そして、太陽光発電システムの累積導⼊量は2022年第1四半期末までに1TWを超え、新たな段階へ入りました。
世界は、気候変動対策のためクリーンエネルギーへの転換を本格化させており、今後も太陽光発電システムの普及は急速
に進む⾒通しです。世界の太陽光発電システム累積導⼊量が1TWを超えるまでには40年ほどの時間がかかりましたが、
2TW達成には、3年あまりしかかからないであろうと⾒られています。国際エネルギー機関（IEA）は、世界の平均気温上昇
を産業革命以前比で1.5℃以内に抑えるネットゼロ・シナリオにおいて、世界全体で2030年までに5TW弱、2050年までには
約14.5TWの太陽光発電システムが必要であるとしていますので、各国の更なる取り組みが求められています。 

2022年は、世界のエネルギーを取り巻く情勢が大きく変化しました。ロシアのウクライナ侵攻などにより、世界はエネルギー
危機に直面しています。欧州連合（EU）は、ロシアからの化⽯燃料依存脱却に向けて太陽光発電システムの普及を加
速させていますが、新興国ではエネルギー価格の高騰と通貨の下落などにより経済的な打撃を受けており、再生可能エネル
ギーの普及も減速する恐れがでています。 

また、2021〜2022年には太陽電池のサプライチェーンへの関心が高まりました。将来の基幹電源として太陽光発電の役
割が世界的に高まる中、太陽電池の生産が特定の1ヶ国に集中していることがリスクであるとの認識が広まっています。さらに、
人権問題への意識の高まりを受け、硅石などの原料まで遡るトレーサビリティ、透明性の確保が産業全体の課題となってい
ます。太陽光発電システムの主要な市場である米国、欧州連合（EU）、インドでは太陽電池の国内または域内の生産
能⼒増強に向けた取り組みも進んでおり、太陽電池サプライチェーンは、2025年頃までに急速に多様化していく⾒通しで
す。 

本書は、各国政府や関係機関による資料等を中心に、海外の主要国と新興国の太陽光発電システム市場の現状と⾒
通しをまとめたものです。太陽光発電システムの市場規模、市場普及施策、プロジェクトの状況、将来展望等を網羅してお
ります。太陽電池をめぐる国際貿易摩擦やサプライチェーンの動向についての解説も加えました。 

本書が皆様の太陽光発電事業の展開の一助となれば幸いに存じます。 
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世界全体の導⼊推移と⾒通し
1 世界の太陽光発電システム導⼊推移と⾒通し

• 2021年の太陽光発電の導⼊量速報値（DCベース）は、中国、⽶国、欧州市場などが成⻑し計174GW
• 2022年の導⼊量は192GW〜249GWと⾒通すが、輸⼊規制措置を強化した⽶国市場は縮⼩する⾒通し
• 気候変動対策のため再⽣可能エネルギーの普及拡⼤を⽬指す国が増加しており、今後も太陽光発電システム市場は拡⼤していく⾒通し
• これまで中国に集中していた太陽電池産業は、各国・地域の政府方針に基づいて現地生産の動きが加速している

出典：㈱資源総合システム調べ
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太陽電池を巡る貿易摩擦の動向
1 太陽電池を巡る貿易摩擦の概況

出典：プレス・リリース資料等から、㈱資源総合システムが作成（2022年8月8日時点）
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AD：反ダンピング

CVD：反補助⾦

SG：セーフガード

・中国製モジュール用
ガラス

2020年7月23⽇〜
延⻑が決定

・中国製太陽電池
セル・モジュール AD ・米通商法301条に基づく中国への制裁

・輸入太陽電池製品に対するセーフガード
（2018年発動、2022年に4年間延⻑を決定）
・中国製、台湾製太陽電池セル・モジュール
（2012年、2015年発効、レビュー継続中）

・マレーシア、タイ、ベトナム及びカンボジア製太
陽電池セル・モジュールの反回避調査
（2022年3月調査開始）

SG

AD CVD

・中国、タイ、ベトナム製太陽電池セル（調査中）
・封止材用EVA（2019年4月発効）
・中国製強化ガラス（2017年8月発効）
・マレーシア製強化ガラス（2019年2月発効）
・フッ素樹脂バックシート（2022年6月発効）

AD

・中国製太陽電池モジュール
（2015年発動、措置延⻑中）

・中国製⾦属シリコン（2019
年から5年間延⻑）

・米通商法301条に基づく中国への制裁へ
の報復措置
・米国、韓国製ポリシリコン
（2020年1月から5年間の予定で延⻑）

AD CVDAD CVD

AD CVD AD CVD

・基本関税の課税 太陽電池セル・モジュール、
インバータ（2022年4月から適用中）

ポリシリコンおよび太陽電池セル・モジュールを巡る貿易摩擦のほか、⽶中貿易摩擦に関する輸⼊制限措置や制裁措置などに太陽光発電システム関連
の製品が含まれており、各国の市場及び⽣産拠点の⽴地に影響を与える可能性がある。ただし、太陽電池モジュール価格の低下により、コスト⾯での影
響は限定的である。本書では2022年8⽉末までの発表等に基づき、貿易摩擦の動向をまとめている。



太陽電池産業のサプライチェーンの動向
2 太陽電池製品のサプライチェーン

結晶系太陽電池は⾦属シリコンを原料とし、ポリシリコン、結晶シリコン・インゴット、結晶シリコン・ウエハー、太陽電池セル、太陽電
池モジュールへと加工されていく。バリューチェーン全体において、中国のシェアが大きな割合を占めている。
世界がエネルギー転換に向けて進む中で、主要電源となりつつある太陽電池のサプライチェーンが特定の国に偏っていることはリスク
となり得るとの考え方が広まりつつあり、各国・地域での生産体制構築に向けた動きも活発化している。また、太陽電池製品の製造
プロセスにおけるカーボン・フットプリントへの注目も高まりつつある。

⾦属シリコン

ケイ石を還元して製造され
る⾦属の⼀種。
ポリシリコンの原料となるほ
か、有機シリコン（シリコー
ン）、アルミニウム用添加
剤、特殊合⾦の原料でも
ある。

ポリシリコン

⾦属シリコンを還元して純
度を⾼めたもの。
2020年は中国が世界⽣
産量の76%を占めた。
そのうち新疆ウイグル自治
区における⽣産量が約半
分を占める。

ウエハー

ポリシリコンを溶融、結晶
化させた結晶シリコン・イン
ゴットをスライス・加工したも
の。製造工程の違いにより
単結晶品と多結晶品があ
る。中国が⽣産量の98%
を占める。

太陽電池
セル

太陽電池
モジュール

中国が⽣産量の78%を占
める。中国からウエハーを輸
出し、マレーシア、韓国、ベ
トナムなどで太陽電池セル
に加工する場合もある。

太陽電池セルを組み合わ
せ、パネル化した製品。
他国で製造したセルを輸
入し、加工する場合もある。
中国が⽣産量の70%を占
める。

出典：中国太陽光発電産業協会（CPIA）、「2021-2022年中国光伏産業年度報告」から（株）資源総合システム作成
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中国
ブラジル

⾦属シリコン
⽣産能⼒シェア（2021年末）

中国

ドイツ

ポリシリコン
⽣産能⼒シェア（2021年末）

中国

その他

結晶シリコン・ウエハー
⽣産能⼒シェア（2021年末）

中国

マレーシア

太陽電池セル
⽣産能⼒シェア（2021年末）

中国

ベトナム

太陽電池モジュール
⽣産能⼒シェア（2021年末）



出典：㈱資源総合システム調べ 2

1 概況（7/7）

チリ
・2050年導⼊⽬標：20GW
・電⼒事業⽤が主体。鉱⼭など需要地での導⼊やコーポレートPPAも進展
・電⼒供給⼊札を実施

ブラジル
・自家消費用の太陽光発電システムが市場を牽引
・2021〜2023年に計6回の入札予定（2022年のA-5
新エネルギー入札は延期）

ウルグアイ
・「グリーン水素ロードマップ」草案で、2040年までに
10GWのグリーン水素の電解槽と20GWの再生可能エ
ネルギーの導入を目指す方針を表明

アルゼンチン
・再生可能エネルギー導入促進プログラムRenovArに基
づく入札を実施
・国有エネルギー企業も再エネプロジェクト開発に参入

ホンジュラス
・太陽光で電⼒の12%をまかなうが、電⼒系統の
制約により出⼒抑制の懸念が⾼まっている

ペルー
・再エネ⼊札を実施：2022年内に2回・計2GW
・エネルギー鉱⼭省が116MWプロジェクトを計画（2021年4月）
・鉱⼭での電⼒供給向けの導⼊計画

ボリビア
・大規模太陽光発電所の設置
・ネットメタリング制度導⼊（2021年3月）

ドミニカ共和国
・独⽴形の導⼊、設備補助、所得税控除等を実施
・7件・計544MWdc（420MWac）の太陽光発電プロ
ジェクト開発に関する契約を締結（2021年10月）

グアテマラ
・110MW入札を計画。分散型の導入が進む

バハマ
・再⽣可能エネルギー⽐率⽬標：30%超（2033年）
・公共施設への設置
・マイクログリッド（島嶼での支援）

ジャマイカ
・2030年までに1.6GWの再エネ電源を新設する計画
・政府は、灌漑⽤⽔や⽔処理プラントへの導⼊を計画

コロンビア
・4GW近いパイプラインが存在
・2021年に第2回入札を実施、11件・計796.3MWの
PVプロジェクトを選定
・独⽴形向け補助⾦制度、再エネ⼊札を実施、配電事
業者に再エネ電⼒⽐率10%以上を義務化（2021年
4⽉）、「エネルギー移⾏法」施⾏（2021年6月）

エクアドル
・500MWの再生可能エネルギー入札を実施中、結果は
2023年1月発表予定

キューバ
・屋根設置型太陽光発電システムの普及支援
・ネットメタリング制度
・国際太陽光同盟（ISA）のプログラムとして、印・
NTPCが1,150MWの太陽光発電＋150MWhの蓄電
プロジェクトの入札を実施予定

メキシコ
・コーポレートPPA市場の進展が期待される
・ネットメタリング制度も実施
・米国企業によるプロジェクト開発を承認、米国への
電⼒輸出も視野に⼊れている

米
州
概
況
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